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絶え間ない変化には継続的な適
応が必要

今日のビジネスを取り巻く変化と不確実性
　組織が成功するかどうかは、新たに導入した価値の高い製品やサービスを継続的に
調整、変革し、顧客に提供する能力によって決まります。中核的なビジネス・アプリケー
ションや IT インフラストラクチャは、そうした目標を達成する上で重要な役割を果たす
とともに、主要な差別化要因となる可能性があります。

　同時に、既存のインフラストラクチャにおける時間や予算、トレーニングへの投資の
価値を最大化する必要もあります。しかし多くの場合、本来イノベーションを実現する
ために使用できたはずのリソースを、そうしたシステムの管理に消費することになりま
す。実際、調査によると、IT 組織は平均して予算の 64% を現行のインフラストラクチャ
とアプリケーションの運用に費やしており、イノベーションや成長に向けた取り組みに
はわずか 36% しか使っていません。1 

アプリケーションのモダナイゼーションでリソースをイノベーショ
ンのために解放する
　従来型のアプリケーションやレガシー・アプリケーションのサポートと管理には通
常、膨大な時間、労力、資金が必要となります。そうしたアプリケーションはアーキテク
チャの性質上、ビジネスや顧客の要求の変化に簡単に、または即座に適応することが
できません。また、ほとんどがサードパーティのシステムと完全には統合できないため、
パートナーシップを通じた新しいサービスの追加が制限されます。

　従来型のアプリケーションをモダナイズすることで、既存の投資からより多くのリ
ターンを得るとともに、時間と予算を解放して戦略的なプロジェクト、機能の改善、ビジ
ネスイニシアチブをサポートする新しいアプリケーションに割り当てることができます。
クラウドネイティブなマイクロサービス・アーキテクチャとアプローチにより、短期的に
はアプリケーションのアジリティとイノベーションを加速し、長期的にはより簡単に調
整を行うために必要な効率性、柔軟性、スケーラビリティを実現できます。 

　しかし、こうしたテクノロジーの導入は非常に困難な作業になる場合があり、詳細
な計画を策定して時間とリソースを配分する必要があります。そのため、大半の組織に
とって、アプリケーションのモダナイゼーションは一度限りのことではなく、継続的なプ
ロセスを意味します。

　この e ブックでは、アプリケーション・ポートフォリオをモダナイズするメリットを
説明するとともに、モダナイゼーションのプロセスの計画と実装のガイダンスを提供
します。

 1 Flexera、「Flexera state of tech spend report」、2021 年 1 月。

 2 IDC ホワイトペーパー (Red Hat 後援)「Red Hat OpenShift のビジネス価値」、Document #US47539121、2021 年 3 月。

$21.6M
年間売上高の増加2

先進的なハイブリッドクラウ
ド・プラットフォームによるイ
ノベーション
アプリケーションのモダナイゼー
ションとイノベーションを実現す
るためにハイブリッドクラウド・
プラットフォームを導入した組織
の成果：

20%
開発および DevOps チーム
の生産性の向上2

21%
IT インフラストラクチャ・
チームの効率の向上2

636%
5 年間の投資対効果 (ROI)2

プロセスを計画する エキスパートとともにモダナイズする 成功事例を見る 今すぐ始めるモダナイズする理由
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https://www.redhat.com/ja/resources/The-Business-Value-of-Red-Hat-OpenShift


アプリケーションをモダナイズするメリット

信頼性
アプリケーションのレジリエンシー (回復力) とインフラストラクチャの信頼性を高める

 ► アプリケーションやサービスで障害が発生した場合の平均修復時間 (MTTR) を短縮する

 ► アプリケーション変更の成功率を高めて安定性を向上させる

アジリティ
市場の状況や顧客の要求の変化に効率的かつ即座に適応する

 ► 魅力的で対応が早く、価値の高いカスタマーエクスペリエンスを実現し、競争力を維持する

 ► 新たな収益機会を利用する

スピード
新しい革新的なアプリケーション、サービス、機能を迅速に提供する

 ► 変更までのリードタイムを短縮し、アプリケーションやサービスのデプロイメントの頻度を増やす

 ► 開発者の生産性を向上させ、ビジネス価値の提供に集中する

コスト
運用、デプロイメント、インフラストラクチャのコストと技術的負債を削減する 

 ► アプリケーション (およびアプリケーションの個々のサービス) を迅速かつ効果的に、コスト効
率の高い方法でスケーリングする

 ► IT リソースを最適化して複雑性とコストを削減する

セキュリティ
IT とアプリケーションのセキュリティを向上させ、機密データを保護する 

 ► 新しいテクノロジー、統合、アプローチを使用してセキュリティ体制を評価、再調整する 

 ► 自動化を適用してセキュリティポリシーを継続的に遵守する

プロセスを計画する エキスパートとともにモダナイズするモダナイズする理由
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モダナイゼーションを成功させるために必要なこと
　アプリケーションをモダナイズするためには、新しいテクノロジーだけでは不十分です。モダナイゼーションの取り組みから最大限のメ
リットを得るには、テクノロジーとプラットフォームを運用プロセスと組織文化に統合する包括的なアプローチが必要になります。

テクノロジー
スケーラビリティ、スピード、柔軟性を提
供するオープン・ハイブリッドクラウドの
基盤を構築する

基盤となる IT プラットフォームは、アプ
リケーションを構築、実行、管理するため
の機能を提供します。複数の世代のアプ
リケーションをサポートする統合された
ハイブリッドクラウド・プラットフォーム
により、自分のペースでモダナイズするの
に必要な柔軟性とスケーラビリティを確
保できます。

文化
スタッフがアイデアをオープンに共有し
て一緒に問題を解決できるようにする

人材は、あらゆる大規模な IT およびビジ
ネスイニシアチブの中核にあります。基幹
業務、ネットワーク、セキュリティ、運用、
開発、インフラストラクチャの各グループ
を含むすべてのチームが、モダナイゼー
ションの取り組みに参加してオープンに
協力する必要があります。

プロセス
コラボレーションとコミュニティ形成を
促進するプロセスでイノベーションを引
き起こす

プロセスは組織内のプロジェクトを開始
から終了まで進めるためのものです。ア
プリケーションの構築、デプロイ、管理、
導入に関して合意された明確なプロセ
スとベストプラクティスは、モダナイゼー
ションの取り組みにとって不可欠です。

プロセスを計画する エキスパートとともにモダナイズするモダナイズする理由
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モダナイゼーションの主要な概念とテクノロジー
　アプリケーションのモダナイゼーションには、主要なテクノロジーとアプローチがいくつか組み込まれています。
これには、モダナイゼーション・プロセスに不可欠なものもあれば、特定のシナリオでのみ必要なものもあります。

//
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クラウドネイティブ・アプローチ
　クラウドネイティブ・テクノロジーにより、組織はプライベートクラウド、パブリッククラウド、ハイブリッ
ドクラウドなどの先進的で動的なクラウド環境で、スケーラブルなアプリケーションを開発および実行する
ことができます。クラウドネイティブ・アプローチを組織全体に適用することで、ビジネスや市場の状況の
変化に応じてアプリケーションやサービスをより迅速に開発、デプロイ、改善、スケーリングできます。

DevSecOps
　DevSecOps (または DevOps) は、高品質なアプリケーションの提供を高速化するための文化、自動
化、プラットフォーム設計に対するアプローチです。これにより、ビジネスの価値およびアジリティを向上
させることができます。チーム間のコラボレーション、動的運用、標準化された環境に重点を置くことで、
開発とデプロイメントのプロセスを迅速化します。DevSecOps では、セキュリティ、開発、運用の各チー
ムのスタッフが連携して、可視性、フィードバック、ベストプラクティス、知見を共有します。

マイクロサービス
　マイクロサービス・アーキテクチャは、アプリケーションを一連の機能に分割します。これらの機能的
なマイクロサービスは相互に分離していますが、連携して元のモノリシック・アプリケーションと同じタス
クを実行します。マイクロサービスは一般に軽量で、個別のスケーリングや複数のアプリケーション間で
の共有が可能です。マイクロサービス・アーキテクチャは、クラウドネイティブ・アプローチとの整合性が高
く、アプリケーションのモダナイゼーションでよく採用されます。

イベント駆動型アーキテクチャ
　イベント駆動型アーキテクチャは、アプリケーション設計のモデルです。要求ではなくイベントのキャプ
チャ、通信、処理、永続性を中心に構造化されています。イベント駆動型アーキテクチャでは結合が最小
限になるため、先進的な分散型環境およびアーキテクチャで適切に動作します。開発者は任意のリアク
ティブ・プログラミング言語でイベント駆動型アプリケーションを構築できるため、より高い柔軟性と豊富
な選択肢を享受できます。

プロセスを計画する エキスパートとともにモダナイズするモダナイズする理由 成功事例を見る 今すぐ始める

https://access.redhat.com/migration-toolkits
https://www.redhat.com/topics/devops/what-is-devsecops
https://www.redhat.com/topics/devops
https://www.redhat.com/topics/microservices
https://www.redhat.com/topics/integration/what-is-event-driven-architecture
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先進的な開発フレームワーク
開発フレームワークは、Java™ などのプログラ
ミング言語を使用してアプリケーションを構
築している開発者向けに、プラガブルかつ拡張
性の高いコードフローパターンを提供します。
開発者は反復可能なフレームワークをアプリ
ケーションのプログラミングのベースとして使
用することで、開発時間を短縮し、一貫性を向
上させることができます。たとえば、Quarkus 
や Spring といった Kubernetes ネイティブの 
Java 開発フレームワークを使用すれば、コン
テナ、マイクロサービス、サーバーレスなどの新
しいインフラストラクチャ・テクノロジーを組み
込むことができます。

サービスメッシュ
サービスメッシュは、マイクロサービス間の通
信を提供するとともに、レジリエンシー (回復
力)、セキュリティ、可観測性、ルーティング制
御、知見などの機能を追加します。また、アプ
リケーションの各部分が相互にデータを共有
する方法を制御します。サービスメッシュは、
透明性が高くスケーラブルな専用インフラス
トラクチャ・レイヤーです。開発者はサービス
メッシュを使用することで、標準的な基盤サー
ビスを再構築したり接続したりすることなく、
価値あるアプリケーションや機能を構築するこ
とに集中できます。

サーバーレスモデル
サーバーレスは、開発者が基盤となるインフラ
ストラクチャを管理することなく、アプリケー
ションを構築および実行できるようにするクラ
ウドネイティブ開発モデルです。サーバーのプ
ロビジョニング、保守、スケーリングといった定
型作業はクラウドプロバイダーまたは IT 運用
チームが行うため、開発者はコーディングに専
念できます。デプロイ後は、サーバーレス・アプ
リケーションが需要やイベントトリガーに応じ
て自動的にスケールアップとスケールダウン、
場合によってはゼロスケールを行い、インフラス
トラクチャで使用されていない貴重なリソース
を解放できます。

CI/CD パイプライン
継続的インテグレーション/継続的デリバ
リー (CI/CD) パイプラインは、DevOps あ
るいはサイト信頼性エンジニアリング (SRE) 
のいずれかのアプローチを使用してソフト
ウェア提供を向上させます。CI/CD パイプ
ラインは、自動化を適用してアプリケーショ
ン・ライフサイクルの管理プロセス (コード
のコンパイル、単体テスト、コード分析など) 
を最適化します。コンテナ化されたクラウド
ネイティブ環境に移行する場合、多くの組織
が、ハイブリッドクラウド・インフラストラク
チャ間の提供を自動化する GitOps ワーク
フローを使用して CI/CD パイプラインを拡
張します。

ハイブリッドクラウド・アプリケーション・プラットフォーム
　ハイブリッドクラウド・プラットフォームは、データセンター、エッジ、およびクラウド環境で、ツール、アプリケーション、モ
デルを一貫した方法で開発、デプロイ、管理するための統合ソフトウェア基盤を提供します。主な機能は次のとおりです。

 ► 従来型の仮想化、コンテナ化されたクラウドネイティ
ブ・アプリケーションのサポート 

 ► IT 制御によるセルフサービスでのリソースの提供

 ► さまざまなタイプのクラウド環境間でのアプリケーショ
ンとワークロードの可搬性

 ► 統合された DevOps 機能と運用管理機能

 ► アプリケーション開発ツール

 ► サードパーティのテクノロジー・ベンダーおよびオープ
ンソース・コミュニティからの統合

　包括的で適応性の高いハイブリッドクラウド・プラットフォームは、アプリケーション・モダナイゼーションに向けた
ほとんどのプロセスにとって不可欠です。このプラットフォームを使うことで、自分のペースでより効率的に変革を進め
ることができます。

プロセスを計画する エキスパートとともにモダナイズするモダナイズする理由 成功事例を見る 今すぐ始める

https://www.redhat.com/ja/resources/build-of-openjdk-datasheet
https://www.redhat.com/topics/cloud-native-apps/what-is-quarkus
https://www.redhat.com/topics/containers
https://www.redhat.com/topics/containers
https://www.redhat.com/topics/microservices
https://www.redhat.com/topics/cloud-native-apps/what-is-serverless
https://www.redhat.com/topics/microservices/what-is-a-service-mesh
https://www.redhat.com/topics/cloud-native-apps/what-is-serverless
https://www.redhat.com/topics/devops/what-is-ci-cd
https://www.redhat.com/topics/devops/what-is-ci-cd
https://www.redhat.com/topics/devops/what-is-gitops
https://www.redhat.com/topics/cloud-computing/what-is-hybrid-cloud


アプリケーションのモダナイ
ゼーション・ジャーニーの計画

アプリケーションのニーズに
合った方法を選ぶ
　アプリケーションのモダナイゼーションを行う方法は主に 3 
つあります。各方法にはテクノロジー、プロセス、文化、時間に
関する固有の要件があり、それぞれメリットも異なりますが、い
ずれも組織がデジタル世界でより効果的に運用を行うのに役立
ちます。 

　すべてのアプリケーションを同じ方法でモダナイズする必要
はありません。各アプリケーションの特性と、組織の現在および
予期されるニーズに最適な方法を選択できます。また、今は最小
限の変更をアプリケーションに加えておき、要件の変化に合わ
せてさらにモダナイズすることも可能です。

ハイブリッドクラウド・プラットフォーム

モノリシック・
アプリケー
ション

仮想マ
シン

リホスティング

コンテナ
リプラットフォーム

マイクロサー
ビス

リファクタリング

1

2

3 方法 3：リファクタリング
クラウドネイティブ・マイクロサービスを使用
してアプリケーションを再構築し、新しいテク
ノロジーを統合して、ハイブリッドクラウド・プ
ラットフォームにデプロイします。

方法 1：リホスティング
アプリケーションをハイブリッドクラウド・プラッ
トフォーム上の仮想マシンにデプロイします。

方法 2：リプラットフォーム
Kubernetes ベースのハイブリッドクラウド・プ
ラットフォーム上で実行されているコンテナに
アプリケーションをデプロイします。

プロセスを計画する エキスパートとともにモダナイズするモダナイズする理由
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方法 1：リホスティング

既存のアプリケーションを、ハイブリッドクラウド・プラットフォー
ム上で実行されている仮想マシンにそのままデプロイします。

　リホスティングによるモダナイゼーションでは、従来のアプリケーションサーバー上で
実行されているアプリケーションを、ハイブリッドクラウド・プラットフォーム上で実行
されている仮想マシンにリフトアンドシフトします。モノリシック・アプリケーションはア
プリケーションサーバー上では変更されず、既存のすべての統合や依存関係は維持さ
れます。外部データおよび統合は、既存のプラットフォーム上に維持できます。

　リホスティングは一般に所要時間が短く、移行コストを抑えることができる一方、他
のモダナイゼーション方法に比べてメリットが少なくなります。しかし、リホスティング
を使うことで、仮想化、コンテナ化されたクラウドネイティブ・アプリケーションを単一
の一貫したプラットフォームに統合し、将来クラウドネイティブの運用を行う準備をす
ることができます。

　以下に、モノリシックな Java アプリケーションをリホスティングした場合の例を示し
ます。

 3 Konveyor、「State of application modernization report 2022」、2022 年。

モノリシックな Java アプリケーション

HTML JavaScript Web

サービス A サービス B サービス C

データアクセス

既存のアプリケーションサーバー

ハイブリッドクラウド環境

仮想マシン

HTML JavaScript Web

サービス A サービス B サービス C

データアクセス

クラウド対応アプリケーションサーバー

企業は、カスタムのレガシー・アプリ
ケーションの

20%
を、モダナイゼーションの取り組みの
一環としてリホスティングすることを
検討しています。3

ヒント：
一部の従来型サーバーは仮想マシンで動作しない場合があります。そのため、アプリケーションを仮想マシンに移行す
る前に、先進的なランタイム環境に再デプロイする必要があります。ランタイム環境を変更する必要がある場合は、ア
プリケーションをリプラットフォームしてコンテナにデプロイする (方法 2) ことで、モダナイゼーションの取り組みを最
適化することを検討してください。
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方法 2：リプラットフォーム

ハイブリッドクラウド・プラットフォーム上のコンテナで実行され
ている先進的なランタイム環境にアプリケーションを再デプロイ
します。

　リプラットフォームでは、ハイブリッドクラウド・プラットフォーム上のコンテナで実
行されている先進的なランタイム環境にアプリケーションをリフト、変更、シフトしま
す。一部のアプリケーションについては、リプラットフォームにあたって他のアプリケー
ションよりも多くの変更が必要になります。たとえば、基本的な Java アプリケーショ
ンの場合、ほとんど変更することなく、OpenJDK などのコンテナ化された Java ラン
タイムのメリットを受けることができます。一方、エンタープライズ・アプリケーション
の場合、コンテナにデプロイする前に、先進的なランタイム環境 (Red Hat® JBoss® 
Enterprise Application Platform、IBM WebSphere Liberty、Red Hat JBoss Web 
Server など) に移行する必要があります。

　この方法は一般にリホスティングより時間がかかりますが、メリットも多くなります。
アプリケーションを単一のハイブリッドクラウド・プラットフォームに統合することで、
運用を効率化し、セルフサービス機能を提供できます。また、リプラットフォームしたア
プリケーションでは、ハイブリッドクラウド・プラットフォームのすべてのネイティブ機能
を利用できます。

　以下に、モノリシックな Java アプリケーションをリプラットフォームした場合の例を
示します。

 4 Konveyor、「State of application modernization report 2022」、2022 年。

モノリシックな Java アプリケーション

HTML JavaScript Web

サービス A サービス B サービス C

データアクセス

既存のアプリケーションサーバー

コンテナ

HTML JavaScript Web

サービス A サービス B サービス C

データアクセス

クラウド対応アプリケーションサーバー

ハイブリッドクラウド環境

企業は、カスタムのレガシー・アプリ
ケーションの

18%
を、モダナイゼーションの取り組みの
一環としてリプラットフォームすること
を検討しています。4
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方法 3：リファクタリング

アプリケーションを、ハイブリッドクラウド・プラットフォーム上の
サービスメッシュにデプロイされたマイクロサービスとして再構
築します。

　リファクタリングでは、アプリケーション・サービスを、ハイブリッドクラウド・プラッ
トフォーム上のサービスメッシュにデプロイされたマイクロサービスとして再開発しま
す。サービスは時間をかけて再構築し、機能を古いアプリケーション・アーキテクチャ
から新しいアーキテクチャへと徐々に移行できます。再開発プロセスでは、基盤テクノ
ロジーをアップグレードし、人工知能と機械学習 (AI/ML)、分析、自動スケーリング、
サーバーレス機能、イベント駆動型アーキテクチャなどの新しいクラウドネイティブ機
能を追加することもできます。

　リファクタリングは最も時間がかかりますが、メリットも最も多くなります。リファク
タリングでは、リホスティングとリプラットフォームで得られるすべてのメリットを享受し
ながら、革新的な新しいテクノロジーを採用してビジネスのアジリティと価値を高める
ことができます。

　以下に、モノリシックな Java アプリケーションをリファクタリングした場合の例を示
します。

 5 Konveyor、「State of application modernization report 2022」、2022 年。

モノリシックな Java アプリケーション

HTML JavaScript Web

サービス A サービス B サービス C

データアクセス

既存のアプリケーションサーバー

ハイブリッドクラウド環境

コンテナ化されたマイクロサービス

データアクセス

API API API

サービス A サービス B サービス C

Web

企業は、カスタムのレガシー・アプリ
ケーションの

17%
を、モダナイゼーションの取り組みの
一環としてリファクタリングすること
を検討しています。5
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プロセスの計画を始める

アプリケーション・ポートフォリオ全体を評価して、アプリケーションごとに最適な方法を判断しましょう。

アプリケーションにとってマイクロサービス・アーキテクチャが適切かどうかを見極める
　多くの組織が、一部またはすべてのアプリケーションについて、マイクロサービス・アーキテクチャをデプロイする計画を立てて
います。各アプリケーションを評価して、アプリケーションを再構築することが理にかなっており、組織に価値をもたらすことを確
認しましょう。たとえば、ユーザー数の少ない、またはスケーリングを行う必要がそれほどないアプリケーションの再構築にかか
るコストは、それによって得られるメリットを上回る可能性があります。最終的な目標は、アプリケーションごとに最高の投資対
効果をもたらすアーキテクチャと環境を選択することにあります。

1

2

3
4

特定
　現在のプラットフォームから新しいハイブリッドクラウド・プラットフォームに各アプリケーションを移行するにあたって、関
連する技術面および運用面のリスクを判断します。2 つのプラットフォームの違いと、それらの特性がアプリケーションに与え
る影響を理解してください。アプリケーションを新しいプラットフォームで実行するために必要な変更を文書に記録します。

評価する
　モダナイゼーションの各方法に関連するコスト、メリット、懸念事項を評価します。

コスト：

 ► 開発にかかる時間と労力 

 ► 継続的な運用のコスト

 ► プラットフォームのライセンスとイ
ンフラストラクチャのコスト

 ► ビジネス機会の損失 

結果、以下のようなメリットが明らか
になりました。 

 ► 運用効率

 ► イノベーションの可能性 

 ► 開発の生産性向上

 ► 新しいビジネス機会と収益機会 

検討すべきその他の要因：

 ► アプリケーションの平均寿命

 ► 新しい機能の要件

 ► テクノロジースキルとコードの再
利用

 ► プラットフォームのライセンス更新
の時間枠

選択
　目標、予算、アプリケーションの時間的制約に最適なモダナイゼーション方法を選択します。

検証
　各移行が完了したら、アプリケーションが必要なビジネスロジックを正しく提供しているかどうか検証します。

プロセスを計画する エキスパートとともにモダナイズするモダナイズする理由
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オープンソースのエキスパートと
ともにモダナイズする

　オープンソース・ソフトウェア、クラウドネイティブ・テクノロジー、Kubernetes のエキ
スパートである Red Hat は、お客様がアプリケーションをモダナイズしてアジャイルか
つクラウドネイティブな IT 環境を構築し、進化するビジネス要求に対応できるよう支
援します。アプリケーションのモダナイゼーション・ジャーニーのための、統一された完
全なオープン・ハイブリッドクラウド基盤を提供します。Red Hat のソリューションによ
り、以下を実現できます。

 ► 現状を踏まえた上で、組織にとって適切なタイミングとペースで、必要な規模でアプ
リケーションをモダナイズする

 ► 従来型アプリケーションとモダナイズされたアプリケーションの両方をサポートす
るプラットフォームや製品を使用して、運用効率、レジリエンシー (回復力)、適応性
を向上させる

 ► 同じプロセスを通じてすべてのアプリケーションを管理しながら、引き続き好みの
ランタイム、言語、開発ツールを使用する

 ► 標準化されたワークフロー、継続的インテグレーション、複数の環境のサポートに
より、一貫性のある最適化された開発者エクスペリエンスを提供する

　Red Hat は、お客様がモダナイゼーション・ジャーニーのどの段階にあっても、取り
組みから最大限のメリットを得られるよう支援します。

アプリケーションのモダナイ
ゼーション・ジャーニーを単純
化する
R e d  H a t コンサルティングのエキス
パートは、お客様と協力して、コストの
削減、効率性の向上、開発の高速化に
役立つアプリケーションのモダナイゼー
ション・ソリューションを評価、実装し
ます。Red Hat のエキスパートが、お客
様、そしてお客様のチームや組織がアプ
リケーションをすばやく構築し、組織全
体で進化させるために必要なプラクティ
ス、ツール、文化を生み出すお手伝いを
します。

はこちら
クラウドネイティブの成功を
実現するために必要なスキル
を身に付ける
Red  Hat は、組織がスキルギャップを
解消してビジネスの課題に対処するのに
役立つ包括的なトレーニングコース・カ
リキュラムを提供しています。Red  Hat 
ラーニングサブスクリプションには複数
のレベルが用意されており、Red Hat ト
レーニングコースに無制限でアクセスで
きます。これには、オンラインの自習型
コース、インストラクター主導型コース、
クラウドベースのラボ、認定試験が含ま
れます。
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モダナイゼーションのための一貫した基盤をデプロイする
　Red Hat のプラットフォームは、アプリケーションのモダナイゼーションに必要な柔軟性、相互運用性、一貫性を提供します。 

　Red Hat OpenShift® はセキュリティ重視のハイブリッドクラウド・プラットフォーム
で、アプリケーションをあらゆる環境で確実に開発、デプロイ、管理できます。仮想化、
コンテナ化されたクラウドネイティブ・ワークロードがサポートされているため、自分
のペースでワークロードをモダナイズして移行しつつ、すべてのアプリケーションのラ
イフサイクル管理を統合、最適化できます。このエンタープライズ・グレードのプラット
フォームには、従来のモノリシック・アプリケーションのモダナイぜーション向けの主要
コンポーネント (開発フレームワーク、CI/CD パイプライン、サーバーレス開発モデル、
サービスメッシュなど) が含まれています。

　Red Hat OpenShift は、開発者の生産性を向上させ、イノベーションを促進できるよ
う最適化されています。統合された自動化により、効率性が高く再利用可能なパイプラ
インを構築し、アプリケーションの開発、テスト、デプロイメントを高速化できます。開
発者はセルフサービス機能を使用することで、IT チームの手を介さずに事前承認済みの
リソースにすばやくアクセスできます。組み込みのツール、フレームワーク、ランタイムに
より、すぐに使用を開始し、好みの言語やワークフローを引き続き使用できます。

　Red Hat の大規模な認定パートナーエコシステムでは、サードパーティの製品やサー
ビスを利用して環境をカスタマイズできます。参加ベンダーの多くは、製品のインス
トールと管理を自動化および単純化する Red Hat OpenShift 認定 Operator も提供
しています。

　また、追加のセキュリティおよび管理コンポーネントを使って Red Hat OpenShift 
デプロイメントの価値を高めることもできます。 Red  Hat Advanced Cluster 
Security for Kubernetes では、Red Hat OpenShift 環境の脆弱性や脅威の経路に
ついての詳細な情報を提供します。DevOps やセキュリティツールと統合することで、
脅威を軽減し、アプリケーションの運用リスクを最小限に抑えるセキュリティポリシー
を適用できます。 Red Hat Advanced Cluster Management for Kubernetes は、
Red Hat OpenShift クラスタの可視性と制御力を向上させます。マルチクラスタ管理
を統合し、ポリシーベースのガバナンスを提供するとともに、アプリケーションのライフ
サイクル管理を拡張します。 

す
 6 IDC ホワイトペーパー (Red Hat 後援)「Red Hat OpenShift のビジネス価値」、Document #US47539121、2021 年 3 月。

20%
開発および DevOps チームの
生産性の向上6

29%
アプリケーション開発ライフ
サイクルの迅速化6

Red Hat OpenShift を使用
してビジネス価値を得る
Red Hat OpenShift を活用する
組織が実現しているメリット

21%
IT インフラストラクチャ・
チームの効率の向上6
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14

Red  Hat Application Foundations 
は、ソフトウェアの開発とモダナイゼー
ションのための包括的なコンポーネ
ント一式を提供します。A p p l ic at io n 
Foundations のテクノロジーにより、セ
キュリティを念頭に置き、ハイブリッドク
ラウド全体で大規模にアプリケーション
を構築、デプロイ、運用できます。

Quarkus  は軽量のマイクロサービスおよび
サーバーレス・アプリケーションを構築するた
めの、Kubernetes ネイティブの Java フレーム
ワークです。Quarkus の Red Hat ビルド は、
Red Hat OpenShift に統合されており、メモ
リー使用量の少なさ、起動時間の短さ、一般的
な Java 標準のサポート、強化された開発者エ
クスペリエンスを特徴としています。

Red Hat OpenShift Serverless はオープン
ソースの Knative プロジェクトをベースとして
おり、基盤となるインフラストラクチャからアプ
リケーション開発を抽象化します。トリガーさ
れたときに起動し、需要に応じて動的にスケー
リングして、使用後はゼロにスケーリングする
イベント駆動型アプリケーションを構築、デプ
ロイ、実行できます。

Red Hat OpenShift Service Mesh を使う
と、マイクロサービスベースのアプリケーショ
ンを接続、管理、監視する方法を統一するこ
とができます。一連のオープンソース・プロ
ジェクトで構成され、マイクロサービス間のト
ラフィックの管理、トレース、監視、分析を統
合します。

Red Hat OpenShift Pipelines は、オープン
ソース・プロジェクトの Tekton をベースとした
クラウドネイティブの CI/CD ソリューションで
す。Red Hat の開発者用ツールとの緊密な統合
を通じて、個別のスケーリングが可能なパイプ
ラインを、シンプルかつ繰り返し可能な手順で
すばやく作成できます。

 ► Red Hat の Quarkus ビルド

 ► Red Hat Single Sign-On

 ► Red Hat の OpenJDK ビルド

 ► Red Hat JBoss Web Server

 ► R e d   H a t  J B o s s  E n t e r p r i s e 
Application Platform

 ► Red Hat Integration

 ► アプリケーション移行ツールキット

　アプリケーションのモダナイゼーション用の主要コンポーネントには、以
下が含まれます。

プロセスを計画する エキスパートとともにモダナイズするモダナイズする理由 成功事例を見る 今すぐ始める

https://www.redhat.com/ja/products/application-foundations
https://www.redhat.com/topics/cloud-native-apps/what-is-quarkus
https://www.redhat.com/topics/cloud-native-apps/why-choose-red-hat-quarkus
https://cloud.redhat.com/learn/topics/serverless
https://www.redhat.com/topics/microservices/what-is-knative
https://www.openshift.com/learn/topics/service-mesh
https://www.openshift.com/learn/topics/ci-cd
https://developers.redhat.com/topics/service-mesh
https://developers.redhat.com/courses/openshift/getting-started-openshift-serverless
https://developers.redhat.com/courses/gitops/getting-started-openshift-pipelines
https://www.redhat.com/ja/products/application-foundations
https://developers.redhat.com/products/quarkus/getting-started


自信を持って移行する
　Red Hat は、モダナイゼーション・ジャーニーを計画してアプリケーションを Red Hat OpenShift に移行するのに役立つ移行ツールを
いくつか提供しています。

モノリシック・
アプリケー
ション

仮想化移行ツールキット (MTV) Red Hat 
OpenShift 
Virtualization

Red Hat JBoss EAP、
Spring、Quarkus の 
Red Hat ビルド

アプリケーション移行ツールキット (MTA)

コンテナ移行ツールキット (MTC)

仮想化移行ツールキット
仮想マシンを Red Hat OpenShift に大
規模に移行する
仮想化移行ツールキット  ( M T V ) 
は、VMware v S phere や  Red  Hat 
V i r t u a l i z a t i o n  から  R e d   H a t 
OpenShif t V ir tual ization  に仮想
マシンを移行するのに役立ちます。
Red Hat OpenShift に組み込まれてい
る Red Hat OpenShift Virtualization 
により、コンテナやクラウドネイティブの
ワークロードとともに仮想マシンを管理
できます。MTV を使えば、大規模な移
行を簡単に行うことができます。また、
組み込みのオンサイト分析により、移行
に伴う潜在的な問題を移行開始前に発
見し、解決できます。

アプリケーションを Red Hat OpenShift 
にリホスティングする際に、MTV を使用
して仮想マシンを移行できます。

アプリケーション移行ツール
キット
アプリケーションをモダナイズしてクラ
ウド対応環境に移行する
アプリケーション移行ツールキット 
(MTA)  は、長年の経験に基づいて開
発された、アプリケーションのモダナイ
ゼーションと移行の大規模プロジェクト
をサポートする一連のツールです。コード
分析と移行を高速化し、作業量を見積も
るとともに、クラウドおよびコンテナ環
境へのアプリケーションの移行を支援し
ます。

リプラットフォームやリファクタリングを
行う際に、MTA を使用してアプリケー
ションを評価、分析できます。MTA に
より、アプリケーション・プラットフォー
ムをアップグレードし、Red Hat JBoss 
Enterprise Application Platform、
Spring、Quarkus の Red Hat ビルドな
どのクラウドネイティブ・ランタイム環境
に移行できます。

コンテナ移行ツールキット
Red Hat OpenShift クラスタ間でアプ
リケーションを移行する
コンテナ移行ツールキット (MTC) は、
ステートレス・アプリケーションとステー
トフル・アプリケーションをさまざま
な Kubernetes プラットフォームから 
Red Hat OpenShift 4 のクラスタに移
行するのに役立ちます。MTC により、
Kubernetes のリソース、永続ボリュー
ムのデータ、内部のコンテナイメージを
以下の場所から移行できます。

 ► Red Hat OpenShift 3 のクラスタ

 ► Red Hat Kubernetes 以外のプラッ
トフォーム

 ► Red Hat OpenShift 4 の他のクラ
スタ

リプラットフォームやリファクタリング
を行う際に、MTC を使用してクラスタ
間でコンテナ化されたアプリケーショ
ンを移行できます。

プロセスを計画する エキスパートとともにモダナイズするモダナイズする理由
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https://access.redhat.com/migration-toolkits
https://access.redhat.com/migration-toolkits
https://www.redhat.com/technologies/cloud-computing/openshift/virtualization
https://www.redhat.com/technologies/cloud-computing/openshift/virtualization
https://developers.redhat.com/products/mta/overview
https://developers.redhat.com/products/mta/overview
https://www.redhat.com/ja/technologies/jboss-middleware/application-platform
https://www.redhat.com/ja/technologies/jboss-middleware/application-platform
https://access.redhat.com/products/quarkus
https://access.redhat.com/documentation/en-us/openshift_container_platform/4.7/html-single/migration_toolkit_for_containers/index
https://access.redhat.com/migration-toolkits
https://developers.redhat.com/products/mta/overview
https://access.redhat.com/migration-toolkits


Konveyor コミュニティに参加する
　Red Hat と IBM は、組織がより簡単に Kubernetes ベースのアプリケーション・プラットフォームに移行できるよう、Konveyor コミュ
ニティを作りました。Konveyor は、他の人々がオープンソースツールを使用してアプリケーションをモダナイズし、Kubernetes やクラウ
ドネイティブ・テクノロジーにリホスティング、リプラットフォーム、リファクタリングするのをサポートするコミュニティです。

　Konveyor は Red Hat と IBM の移行テクノロジー (MTV、MTC、MTA など) をベースとして、コミュニティが開発したプロジェクトを提
供することで、Kubernetes への移行を単純化しています。また、Konveyor コミュニティでは定期交流会も開催しており、コミュニティの
メンバーが学んだ内容についてディスカッションとデモを行っています。

モノリシック・
アプリケー
ション

Kubernetes

コンテナ化のため
にアプリケーション
を評価、分析

仮想マシン

仮想マシンを 
KubeVirt に移行

リホスティング

Kubernetes 上でソフトウェア
提供のパフォーマンスを測定

リファクタリング コンテナ内の
マイクロサー
ビス

コンテナ化のため
にアプリケーション
を評価、分析

コンテナ

リプラット
フォーム

Kubernetes クラス
タ間でアプリケー
ションを移行

その他のコンテナ化さ
れたプラットフォーム
からアプリケーション

を移行

プロセスを計画する エキスパートとともにモダナイズするモダナイズする理由
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https://www.konveyor.io/
https://www.konveyor.io/


成功事例を見る

「Red Hat とのコラボレーションにより、以前の 2 倍以上速く、より安
全な方法で、適切に定義された基準に基づいて、新しいサービスやアップ
デートを市場に投入できるようになりました」
Stefano Dalla Grana 氏
DAB Pumps IT 統括責任者

　水処理および管理テクノロジーの大手企業である DAB Pumps は、オープン・ハイブ
リッドクラウド・テクノロジーを使用して IT インフラストラクチャをモダナイズすること
で、ビジネスの拡大をサポートし、プロセスとサービスの提供を高速化し、顧客エクス
ペリエンスを向上させたいと考えていました。この取り組みの重要な部分は、同社のさ
まざまなエンタープライズ・アプリケーション間の通信を改善するために、統合アーキ
テクチャをアップデートすることでした。

　DAB Pumps は Red Hat OpenShift を使用して、モノリシックな環境からマイクロ
サービス・アーキテクチャへの移行を進めています。同社は Red Hat OpenShift への
既存のミドルウェアの移行と、Red Hat OpenShift 上でのクラウドネイティブ・アプリ
ケーションの開発を開始しました。また、Red Hat Integration テクノロジーを使用し
て、製品ライフサイクル管理 (PLM)、顧客関係管理 (CRM)、ビジネス・インテリジェン
ス (BI) などの重要なシステムに対するデータアクセスを統合し、高速化しました。

　Red Hat のテクノロジーにより、DAB Pumps は統合されていないシステムを統合
し、アプリケーションのロールアウト時間を 60% 短縮して、クラウド環境への移行を準
備することができました。

インフラストラクチャ
全体を一元管理

新しいアプリケー
ションの市場投入期
間を 60% 短縮

組織間におけるリア
ルタイムでのデータ
の可用性を実現

プロセスを計画する エキスパートとともにモダナイズする 成功事例を見るモダナイズする理由

17

今すぐ始める

https://www.redhat.com/ja/products/integration
https://www.redhat.com/ja/about/press-releases/dab-pumps-modernizes-core-it-infrastructure-red-hat-open-hybrid-cloud-technologies


Asiakastieto Group は、北欧地域で
企業および消費者向けに革新的なデジ
タル情報サービスを提供する大手企業
です。オープンバンキングへのシフトを
サポートし、新しいデータプライバシー
およびセキュリティ要件に準拠するとと
もに、北欧の人々が抱える多額の負債を
解決するため、同社はデータに基づいた
信用評価ソリューションを開発すること
にしました。Asiakastieto は Red Hat 
OpenShift、Red  Hat Integration、
Quarkus を使用して、個人の返済能力
のより正確な評価を通じて個人  の負
債と支払い不履行を削減するための 
Account Insight アプリケーションを開
発しました。

デンマークの大手銀行向けの IT サービ
スプロバイダーである Bankdata は、
高品質な  IT ソリューションを開発、
実装、実行する必要があります。同社
は  Miracle  の協力のもと、Red  Hat 
OpenShift を導入し、CI/CD プラット
フォームを構築しました。リソースの効率
を最大化してロールバックを高速化する
ため、Miracle と Bankdata のチームは
現行の Spring Boot Java フレームワー
クのパフォーマンスと効率性を Quarkus 
と比較するテストを行いました。その結
果、Quarkus ネイティブバージョンのテ
ストアプリケーションでは、起動時間が
短く、処理される呼び出しあたりのメモ
リー使用量が少なく、CPU 使用率も低
いことがわかりました。 

ルフトハンザ テクニックは、AVIATAR 
と呼ばれるデジタルプラットフォームを
運用しています。このプラットフォーム
は、航空会社がデータを使用して整備
を効率的に管理しスケジュールするこ
とによって、遅延やキャンセルを回避
できるよう支援します。急成長と顧客
からの要求の増加に対処するため、同
社は Microsoft Azure 上の Red  Hat 
OpenShift をベースとしたマイクロサー
ビス・アーキテクチャに移行することに
しました。AVIATAR のチームは、クラ
ウドリソースの消費量を削減するため、
Quarkus もデプロイしました。チームは
現在、Quarkus を使用して新しいマイク
ロサービスを開発するとともに、既存の 
Spring Boot マイクロサービスを移行し
てパフォーマンスを強化し、リソースの使
用量を最適化しています。

 8 Red Hat プレスリリース、「Asiakastieto、Red Hat でオープンバンキングのイノベーションの可能性を導く」、2020 年 5 月 27 日。

「オープンソースを利用する
ことで、より広い範囲でイノ
ベーションを加速できます。
Red Hat は優れたセキュリティ
と価値あるサポートを提供して
くれます」8

Reetta Sinelampi 氏
Asiakastieto 開発担当取締役

「Quarkus を使用することで、
[チームは] 可用性とサービスの
応答時間を犠牲にすることな
く、3 倍の密度でデプロイを実
行できました」
Thorsten Pohl 氏
ルフトハンザ テクニック デジタル製品部門 AVIATAR  
プロダクトオーナー自動化 & プラットフォーム・アーキテクト

わずか

1 秒未満
Quarkus ネイティブのアプリケーション・
バージョンの起動時間

57%
Quarkus ネイティブ・バージョンのアプ
リケーションで、ロード時の呼び出しあ
たりのメモリー使用量を削減

プロセスを計画する エキスパートとともにモダナイズする 成功事例を見るモダナイズする理由
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https://www.redhat.com/ja/resources/asiakastieto-case-study
https://www.redhat.com/ja/blog/bankdata-finds-success-quarkus-red-hat-openshift
https://redhat.secure.force.com/finder/PFPartnerDetail?id=0016000000ReQFOAA3
https://www.redhat.com/ja/about/press-releases/asiakastieto-unlocks-open-banking-innovation
https://www.redhat.com/ja/resources/asiakastieto-case-study
https://www.redhat.com/ja/blog/bankdata-finds-success-quarkus-red-hat-openshift
https://quarkus.io/blog/aviatar-experiences-significant-savings/
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Red Hat コンサルティングを利用して、モダナイゼーション・ジャーニーをさらに前進させ
ましょう。

　Red Hat エキスパートは、新しいアプリケーションを構築するために必要なプラクティス、ツール、文化
を生み出すお手伝いをします。

 ► Red Hat コンサルティングの詳細はこちら

　アプリケーション・ポートフォリオをモダナイズすることで、イノベーションを加速し、デジタル世界でよ
り効果的に競争することができます。Red Hat は、取り組みを成功させるための製品、専門知識、サービ
スを提供します。自分のペースでモダナイズできると同時に、統一された完全な基盤により、すべてのア
プリケーションの効率性、レジリエンシー (回復力)、柔軟性を向上させることができます。

 ► Red Hat OpenShift についてさらに詳しく

モダナイゼーションの準備状況
のセルフチェックを行う
Red Hat の無料のオンライン・セルフチェック
で、アプリケーションのモダナイゼーションに向
けた組織の準備状況や、モダナイゼーションを
加速するためにできることを確認しましょう。

Gain competitive
advantage

Take the assessment

Find out how poised your organization 
is for modernization with our 
Ready-to-Accelerate Assessment.

 ► Red Hat OpenShift を無料で試す

https://www.redhat.com/consulting
https://www.redhat.com/technologies/cloud-computing/openshift
https://assessments.redhat.com/RTA/en?data=eyJjdXJyZW50UGFnZU5vIjoxLCJkYXRhIjp7ImludGVyZXN0cyI6WyJhcHBzIl19fQ==
https://www.redhat.com/technologies/cloud-computing/openshift/try-it
https://assessments.redhat.com/RTA/en?data=eyJjdXJyZW50UGFnZU5vIjoxLCJkYXRhIjp7ImludGVyZXN0cyI6WyJhcHBzIl19fQ==
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